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　「太一」が「瀬の主」を打たなかった理由について、父や与吉じいさの生き方と関連付けて考
えたり、友だちの考えと比べたりして、叙述を根拠に自分のことばでまとめることができるよう
にする。

（下線部…単元の評価規準との関連【◆思・判・表　ワークシートの記述】）
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【予想されるつまずき】 【必要な支援・手立て】

・叙述から離れて想像している。

□今後もっと読んでみたい本等について交流する。

・線を引いた表現に着目させる。

・父や与吉じいさの生き方の要点をまとめたものを
示す。

・漢字が読めない。 ・「学習の手引き（漢字の読み）」を示す。

◆文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること
  ができるようにする。

【Ｃ（１）オ】

○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げるこ
  とができるようにする。

【Ｃ（１）カ】

学びに向かう力
人間性等

主体的に学習に
取り組む態度

○言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切
  さを自覚して、思いや考えを伝え合おうとするようにする。

単元の学習展開（全６時間）

導
入 □単元の学習計画を立て、学習の見通しをもつ。

展
開

□目的に応じて、本文を読み返し、登場人物の生き方について考えたこと等を叙述を根拠にまとめ、交
流する。

終
末

□単元全体の学習を振り返り、文章を読んで自分の考えがまとまったり広がったりする過程を確かめ
る。

学習指導案 略案様式（特別の教科 道徳を除く）

６年１組 指導者 ○○○○

単
元

単元名等 物語を読んで、登場人物の生き方から考えたことを語り合おう

目標 評価規準 ※どちらかを選択し、　　　　　　で囲ってください。

知識及び技能 知識・技能

○思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、語句と
語句との関係、語句の構成や変化について理解し、語彙を豊かにするこ
とができるようにする。

【（１）オ】

思考力、判断力、
表現力等

思考・判断・表現

『まとめ』

『海の命（瀬の主）とも、ともに生きることが大切と思ったから。また、これからも、父

や与吉じいさのように、海とともに生きていくことが大切と思ったから』

「振り返り」の視点

・自分の考えをまとめるとき、本文のどの部分を一番の根拠にしたか

「めあて」

「『太一』の生き方について、自分の考えをまとめよう」

『課題』

『「太一」が「瀬の主」を打たなかったのはなぜか』


